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ドイツ経済学中央図書館（ZBW）について
～ドイツの図書館の経済分野のサービス
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1. ドイツの図書館における経済分野のサービス
　経済分野の図書館サービスと言えば、日本ではいわ
ゆるビジネス支援サービスを思い浮かべる人が多いだ
ろう。残念ながらドイツでは、これに相当するサービ
スは、盛んではない（1）。比較的近いものとして、たと
えばドレスデン市立図書館では、二十代前半までの青
少年を対象に就職活動支援を行うサービスが提供され
ており（2）、類似したサービスは他の図書館でもしばし
ば見られるようである（3）。とはいえ、この事例からも
垣間見えることだが、ドイツの公共図書館は現在子ど
も・青少年へのサービスに注力しており、企業やビジ
ネスパーソンへの情報提供は特段重要なサービスと位
置付けられていない。
　ただし、ドイツには日本とは異なった形の経済分
野の図書館サービスがある。それが、日本ではあま
り知られていない世界最大規模の経済学図書館、「ド
イツ経済学中央図書館（Deutsche	Zentralbibliothek	
für	Wirtschaftswissenschaften	 ‒	 Leibniz-	 Infor-
mationszentrum	Wirtschaft；ZBW）」のさまざまな
オンサイト／オンラインサービスである。本稿は、こ
の ZBW を紹介する。
　なお、筆者は 2010 年夏に東京ドイツ文化センター
の奨学金により同館を訪問しており、本稿はその訪問
の報告を兼ねている。本稿の情報の一部は、訪問の際
のヒアリングや、後のメールでの問い合わせによるも
のである。

2. 中央専門図書館としての位置付け
　ZBW は、ドイツの「中央専門図書館」の一つである。
中央専門図書館とは、特定分野の国内外の専門書を幅
広く大規模に収集し、国の内外に向けてサービスをす
る情報収集センターで、つまりは専門図書館でありな
がら、国立レベルの規模と国家的な使命を持つ、日本
にはないタイプの図書館である（4）。資金の 30％を連
邦政府から、70％を全州から受けて運営している（5）。
1960 年代に、国立図書館等の総合図書館の蔵書が人
文科学系に偏る中、自然科学や経済、産業の分野の最
新の情報を集約する機関の必要性が国レベルで認識さ
れるようになった。そのような状況下、ドイツの学術
機関を幅広く支援するドイツ学術振興会（Deutsche	

Forschungsgemeinschaft；DFG）のイニシアチブに
より、医学（ケルン）・農学（ボン）・工学（ハノー
ファー）・経済学（キール）の 4 つの分野の中央専門
図書館が設立（あるいは指定）された（6）。2001 年に
医学・農学の 2 館が統合され、現在は 3 館が運営され
ている。
　これらの中央専門図書館は、「ライプニッツ協会

（Leibniz-Gemeinschaft）」（7）に所属している。ライプ
ニッツ協会とは、州を越えた国レベルの重要性を持ち、
そのため連邦と州が共同で支援する、いわば「選ばれ
た」86の大学外研究機関の共同体である（8）。ライプニッ
ツ協会に所属する機関は、少なくとも 7 年に一度同協
会の審査を受け、その機関の業務が公的な資金で運営
されるに値する質を保っているかを問われる（9）。同協
会の所属機関は、協会から資金的援助を受けているわ
けではないが（10）、この審査に合格しなければ所属し
続けることができないシステム上、同協会に所属して
いること自体が所属機関のサービスの質を保証するも
のとなっている（11）。

3. ZBW の概要及びオンサイトのサービス
　このような性質をもつ中央専門図書館の一つ、経済
学を担当する ZBW は、255 人の職員を抱える、経済
学の分野で世界最大の図書館である。
　ZBWの前身は、ドイツのかつての6大経済研究所（12）

の一つである、キールの世界経済研究所（Institut	für	
Weltwirtschaft）の付属図書館として、1919 年に生
まれた。1966 年に経済学分野の中央専門図書館とし
ての指定を受け、国や州からの資金援助により蔵書や
サービスを拡充した。2007 年にはハンブルクの経済
研究所の図書館（Hamburgischen	Welt-Wirtschafts-
Archivs）と統合し、これを機に世界経済研究所から
独立した。現在は、キールとハンブルクの 2 館体制で
図書館サービスを行っている。
　キール館は、ドイツ北部の小都市キールの世界経済
研究所の隣にあり、北欧の雰囲気が漂う。世界経済研
究所からの独立により、同研究所のみならずドイツ国
内外の経済学研究施設へのサービスがより容易になっ
た。一方、ハンブルク館はハンブルク中心部のアルス
ター湖に面する一等地に立地する。ハンブルクはドイ
ツ第二の都市であり、その中心部に拠点を得たことで、
同館はサービスの幅を広げている。
　ZBW は 2011 年現在、430 万点の資料を所蔵してい
る。収集対象分野は経営学、経済学、商法等で、専門
の学術図書のほか、ディスカッションペーパー、統計、
博士論文、会議録等を広く収集する。また 31,444 タ
イトルの印刷版・電子版の雑誌を提供している（13）。
　オンサイトのサービスとして、ハンブルク館では主＊調査及び立法考査局経済産業課
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に経営学の資料を、キール館では主に経済学の資料を
所蔵し、両館とも閲覧、貸出、レファレンス等（以上
無料）及び複写（有料）のサービスに供している。両
館の間では毎日バスが運行し、取り寄せを申し込んだ
資料は翌日には届く。ビジネスパーソンや企業の利用
は必ずしも多くなく、主なターゲットは経済学の研究
者と学生であるとのことである。

4. オンラインサービス “EconBiz”
　ZBW のサービスの重点は、オンサイトサービス以
上にオンラインサービスにある。その中心をなすのは、
仮想専門図書館 “EconBiz”（14）である。
　仮想専門図書館とは、DFG の支援により、その分
野に強みを持つ大学図書館や研究所図書館が構築す
る分野ごとのポータルサイトで、医学、文学、図書
館情報学等、現在 40 以上のサイトが作られている。
EconBiz はそのうちの経済学を担当する。2002 年に
スタートし、2010 年にリニューアルした。

　EconBiz からは、ZBW の所蔵資料のみならず、ド
イツ国内外の図書館の経済学分野の図書、雑誌、ディ
スカッションペーパー等の資料（電子資料を含む）の
検索が無料で可能である。ドイツ語・英語の文献が中
心だが、日本語文献も（オープンアクセスのものを中
心に）1,000 タイトル以上（2013 年 1 月時点）が登録
されており、検索対象は幅広い。図書の多くは目次が
PDF 化されてリンクされており、目次レベルまでの
検索が可能となっている。雑誌は記事単位での検索が
可能である。オープンアクセスジャーナルを含め、電
子媒体のものはフルテキストまでのリンクが付与され
ており、利用者のアクセス権限に応じて閲覧が可能で
ある。利用者の最寄りの図書館での所蔵の有無も調べ
ることができ、また、資料の自宅への送付を申し込む
ことも可能である（資料は subito というドイツの文
献デリバリーサービス（有料）を経由して届けられる）

（CA1227、CA1484 参照）。経済学に分野が絞られて
いるため、専門文献を探すときには効率的な検索が可

能である。
　検索できるのは資料のみではない。EconBiz はイン
ターネット上のさまざまな経済学分野の情報や、世
界中で行われる経済学分野のイベント（国際会議や
サマースクールなど）のデータベースにもなってお
り、ここからはたとえば日本で開催される学会の情報
も検索可能である。このデータベース構築のために、
ZBW はカリフォルニア大学経済・ビジネス図書館等
世界各国の図書館や大学、研究機関と連携協力関係を
築いている。
　EconBiz の中には、さらに “LOTSE” というオン
ラインチュートリアルがあり、経済学に特化した
情報の検索方法を無料で学ぶことができる。また、
“EconDesk” というコーナーでは、電話やメール、
チャット、SMS により無料で質問することができる。
質問には、経済学を大学等で学び、さらに司書の資格
を取得したレファレンス専門の職員が対応している。

5. 経済学専門誌の刊行
　ZBW は、既存の情報を提供するのみならず、経済
学専門のオープンアクセスの雑誌を刊行して、これを
無料で流通させることで経済学そのものの発展にも貢
献している。
　まず紹介したいのは、経済学専門誌『エコノミクス

（Economics）』（16）である。ドイツではオープンアクセ
スを推進する「ベルリン宣言」が 2003 年に各州で採
択されたが（E144 参照）、これに基づき、各学術図書
館は近年オープンアクセスジャーナルのウェブサイト
の構築・運営を試みている。ZBW は、これらのオー
プンアクセスジャーナルの創設・編集を支援するプロ
ジェクトを展開しており、自らの創設したジャーナル

『エコノミクス』は、同プロジェクトの第一号である。

　『エコノミクス』は、研究者が権威のある雑誌への
投稿を好む傾向がある中、オープンアクセスジャーナ
ルとしては異例の成功を遂げたと言ってよい。同誌が
他のオープンアクセスジャーナルと異なるのは、世界

図1　EconBizのトップ画面

図2　『エコノミクス』のトップ画面

出典：EconBiz（15）

出典：Economics（17）
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経済研究所の教授陣の協力により、ノーベル賞受賞者
をはじめとする著名な学者がアドヴァイザリーボード
に名を連ねたことにある。このため、質の高い論文を
数多く集め、それを無料で提供することに成功してい
る。また、正式に掲載される論文のほかに、掲載決定
前のプレプリントをネット上に掲載して読者からコメ
ントを募集し、掲載可否の参考とする仕組みや、ダウ
ンロードランキング順に並び替える機能、掲載論文の
表彰により、ジャーナルの活性化を図っている。
　この『エコノミクス』のほか、ZBW は経済専門誌『イ
ンターエコノミクス（Intereconomics）』（18）と『経済
サービス（Wirtschaftsdienst）』（19）を編集し、冊子体
として発行するとともにウェブ上で無料公開している。

　前者は EU の政治関係者、後者はドイツの政治家が
主な読者対象で、それぞれ英語、ドイツ語で書かれて
いる。記事を書くのは外部の研究者で、投稿による場
合と、ZBW で特集を組み執筆を依頼する場合がある。
英語での編集も必要なため、編集担当者には英語圏の
出身者もいる。

6. 高い専門性と軽いフットワーク
　以上のとおり、ZBW では、専門性の高い職員によ
る質の高いサービスを行っている。職員の多くは大学
で経済学を学んだ専門の司書であり、博士号取得者も
多い。人文科学ではなく社会科学や自然科学分野での
高学歴な人材を図書館で採用することは、ドイツでも
必ずしも容易ではないが、ZBW については例外で、
そうした人材の獲得に成功しているとのことであっ
た。2010 年にグラーツ工業大学の応用情報工学教授
トホターマン（Tochtermann）氏を館長に迎えてか
らは、図書館の情報技術の研究にも力を入れており、
複数の賞を受賞している（21）。
　その一方で、利用者へのサービスの間口は広い。企

業やビジネスパーソンの利用は少ないと書いたが、も
ちろんこれを制限するものではなく、サービスの対
象は世界中に及んでいる。筆者がこれまでに利用し
た限り、上述のメールによるレファレンスに対して
翌日には返事が来るなど、サービスは迅速である。
Facebook や Twitter での情報発信はもちろんのこと、

「あなたのために大学で経済学を 4 年間勉強しました。
何でも聞いてね！」と職員が呼び掛けるポップなビデ
オを YouTube で流すなど、広報にも新しい手法を取
り入れている。高い専門性とフットワークの軽さが
ZBW の特徴と言えるだろう。

　ZBW がこのような質の高いサービスを実現できる
背景には、世界経済研究所の付属図書館として発展し
てきた同館の歴史のほかに、実務的な分野の情報整備
に国が関わることへのコンセンサスや、中央専門図書
館として機能してきたという経緯、そして上述のとお
り、所属するライプニッツ協会によって実施される審
査がある。筆者の訪問した 2010 年はまさにこの審査
の年に当たり、話を聞いたどの担当者の口からもこれ
についての言及があったほど、職員一人ひとりがプ
レッシャーを感じているようだった。この評価システ
ムは、所属機関のサービスの質を保証するのみならず、
この審査に通るには目に見える成果が求められること
から、それがサービスの質の維持向上の一つのインセ
ンティブとなっていると言える。
　日本とは異なる図書館制度・文化の上に成り立つこ
のような図書館サービスは、日本ですぐに取り入れる
ことができるものでもなければ、取り入れればよいと
いうものでもないだろう。とはいえ、日本ではあまり
知られていない ZBW のサービスは、経済学という分
野の情報流通に高い専門性を求める姿勢、図書館の専
門性の維持・広報のあり方など、日本の図書館にとっ
ても刺激の多い事例と言えよう。

図3　『経済サービス』
出典：Wirtschaftsdienst（20）

図4　YouTube上の広報ビデオ。職員が「聞いてね」「電話し
てね」などと書かれたカードをめくっていく。

出典：YouTube（22）
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はじめに
　大学を取り巻く問題の一つに、「若手研究者問題」
というものがある（1）。およそ大学関係者であれば必ず
耳にするものの一つだが、管見の限りこれを論じた図
書館関係の文献はない。
　若手研究者問題とは、一言で言えば若手研究者の就
職問題である。1990 年代後半以降、大学院生の数が
増加し、博士課程を修了しても専任教員ポストに就く
のが困難となっている（2）。そして若手研究者の多くが、
長期にわたり非常勤講師やアルバイト等の不安定な地
位にあって教育・研究活動を続けざるを得ない状況に
ある。
　だが、若手研究者問題がただ研究者の就職問題のみ
に留まるものであれば、この図書館情報誌で紹介する
必要はないだろう。本稿では、若手研究者問題がなぜ
生じ、その現状はいかなるものなのか、そしてこの問
題がなぜ図書館界に関わるのかを論じた上で、特に大
学図書館界に対して問題提起を試みたい。
　本論に入る前に述べておかなければならないことが
ある。若手研究者問題は、自然科学系から人文・社会
科学系に至る、多くの学問分野に共通して存在する問
題である。だがそれと同時に、各分野においてその問
題の規模や様相、そして捉え方が大きく異なっている。
そのため以下で展開される議論は、西洋史学という人
文学の一領域を修めた者の立場からのものであり、ま
た扱う対象も人文系の若手研究者に限っているという
ことを予め断っておきたい。

＊関西館図書館協力課


